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スポーツシーズンの到来を迎えた9月15日、保育所で第23回親子運動会が行

われました。子どもたちは、お父さんやお母さんの見守るなか元気一杯に、か

けたり、おゆうぎしたりと一日がんばりました。

写真は、2・3歳児による遊戯「ネコふんじゃったJです。



懸麟欝轟癖懸鯵㊨麟麟鯵難轡嚢癖轡懸麟麟麟麟麟麟麹繍囎麟繍麟麟離麟麟麟麟⑳翻麟轡轡鱒懸霧轡轡轡藩欝麟麟欝鱗懸醗鱒麟懸鯵懸麟鯵

　平成7年度の一般会計と特別会計の決算が9月11日からの第3回定

例議会で認定されました。

　健全で効率的な財政運営を基本理念とし、21世紀に向けて、魅力あ

るまちづくりのためにさまざまな事業を実施いたしました。

　
　
一
般
会
計

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
大
幅
に
増
加

　
平
成
七
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規

模
は
、
入
っ
た
お
金
（
歳
入
）
が
五
五

億
二
、
〇
九
八
万
二
、
五
五
五
円
、
使

っ
た
お
金
（
歳
出
）
が
五
二
億
八
、
九

六
六
万
七
五
三
円
で
、
実
質
収
支
は
二

億
三
、
一
三
二
万
一
、
八
〇
二
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
前
年
に
比
べ
一
二
億
五
、

八
四
三
万
八
八
六
円
（
二
九
・
五
％
）

の
増
、
歳
出
は
一
五
億
七
、
八
七
一
万

一
、
四
二
一
二
円
（
四
二
・
五
％
）
の
増

と
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
を
大
幅
に
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
（
表
1
）

　
　
円

）
億

　
　
6
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つ
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のと
o
度
3
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伯
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％

　
　
　
　
　
　
　
税
％
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6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
資
絃
　
　
　
　
付
4

　
定
－
　
　
　
交
生
　
　
2

　
固
　
　
　
　
　
方
1
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地

　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
」

　
　
　
位
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単
　
　
国
・

　
　
　
　
　
　
　
　
県
支
出
金

　
　
　
　
　
繰
　
　
3
％

　
　
　
　
　
　
入
　
　
乳
　
％

　
　
　
金
％
金
％
　
肥

　
　
　
　
o
　
御
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越
α

　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
源

　
　
　
繰

　
　
　
　
　
　
　
財

依
　
　
存

　
　
　
　
　
　
　
3
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3

　
　
　
　
　
　
　
2
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0218ま55201

ま33，882，388　（表2）
368、538．448

404．388，502

∩
」
歳
　
　
入
口
し
図

　
町
税
は
全
体
の
三
二
・
七
％

歳
入
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
る
の
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
町
税
で
前
年
度
よ
り
六
、

五
五
三
万
二
、
八
一
八
円
（
三
・
八
％

増
）
の
一
八
億
七
〇
七
万
二
、
〇
二
八

円
で
全
体
の
三
二
・
七
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
（
表
2
）

　
こ
の
額
を
平
成
八
年
三
月
末
世
帯
数

（
三
、
七
〇
八
世
帯
）
で
除
し
て
み
る

と
、
一
世
帯
あ
た
り
約
四
八
万
円
負
担

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
一
人
あ
た
り
で
算
出
す

る
と
約
一
四
万
円
負
担
し
た
計
算
に
な

り
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
前
年
度
に
比
べ
九
、

三
四
五
万
五
千
円
（
一
〇
・
五
％
V
と

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
国
・
県
支
出
金
は
前
年
よ
り
三
七
六

万
八
、
六
二
一
円
（
○
・
九
％
）
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
が
、
主
な
要
因
は
く

に
づ
く
り
特
別
交
付
金
・
農
産
物
直
売

所
建
設
費
補
助
金
で
す
。

　
町
債
が
前
年
に
比
べ
一
〇
億
一
、
六

三
〇
万
円
（
一
、
二
】
四
・
二
％
）
と

大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
総
合
文
化
会
館
建
設
事
業
費
に
充
当

す
る
た
め
、
借
入
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
の
借
入
債
は
交
付
税
に
算

入
さ
れ
、
財
政
力
の
割
合
に
よ
り
元
利

償
還
金
と
し
て
戻
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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伽歳

投

資鞭扉
　　　　　設的
　町単独
　　42、1
　　　　　　経
　　　　　事

　　　　．ゆ

　
　
　
　
　
　
そ
公
債
費
認

　
　
　
　
　
　
　
の
繰
出
金
騙

　
　
　
　
　
　
　
他
　
　
　
z
3

　
　
　
　
　
　
　
　
2
慧
亀

　
　
　
　
喚
・
㌔

　
　
　
　
　
　
豊
　
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
維

　
　
　
　
　
　
　
　
硬
研

ず麺

虜
窃

費
6
件
亀

物

（表4）

　　　単位補助費等
10．7

　　諺
　5．4職員給
経人　11，8

＼避籍

費

的

三■南町

全爾

別K歳出決算額52億8，966万753円的
訳
目
内

単位：円2，471，227，199

（表3）

258，196，319
　　　181，371，260　173，445，410　107，傾，834　144，324，307

4・9％　3．4％　3．3％　2．0％　2．7％

衛生費消防費公債費議会費その他

363，914，830

6．9％

土木費

464，544，689

8．8％

農林水産業費

535，540，547

10．1％

民生費

589，954，358

11．2％

教育費

46．7％

総務費

∩
」
歳
　
　
出
口
し

普
通
建
設
事
業
費
一
五
八
・
二
％
増

o
目
的
別
歳
出
の
状
況
（
表
3
）

　
歳
出
決
算
額
は
五
二
億
八
、
九
六
六

万
七
五
三
円
で
前
年
度
（
三
七
億
一
、

〇
九
四
万
九
、
三
三
〇
円
）
に
比
べ
一

五
億
七
、
八
七
一
万
一
、
四
二
一
二
円
（
四

二
・
五
％
）
と
大
幅
な
増
加
に
な
り
ま

し
た
。

　
最
も
多
い
の
は
総
務
費
（
四
六
・
七

％
）
次
に
教
育
費
（
一
一
・
二
％
）
民

生
費
（
一
〇
・
一
％
）
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
総
合
文
化
会
館

建
設
事
業
、
江
南
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
、
中
学
校
プ
ー
ル
改

築
事
業
、
老
人
保
護
措
置
委
託
事
業
、
身

体
障
害
者
福
祉
事
業
な
ど
、
町
の
重
点
施

策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

o
性
質
別
歳
出
の
状
況
（
表
4
）

　
普
通
建
設
事
業
費
が
、
総
合
文
化
会

館
建
設
事
業
な
ど
の
公
共
施
設
整
備
の

積
極
的
な
推
進
に
よ
り
、
歳
出
全
体
の

四
七
・
五
％
を
占
め
、
前
年
に
対
し
て

一
五
八
・
二
％
と
大
幅
な
増
加
と
な
り
、

ま
た
、
扶
助
費
で
は
老
人
保
護
措
置
委

託
事
業
費
な
ど
の
増
、
繰
出
金
で
は
老

人
保
健
特
別
会
計
や
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
の
事
業
費
の
増
に
よ
り
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
費
及
び
積
立
金
は
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
部
事
務
組
合
へ

の
負
担
金
、
預
金
利
子
の
減
に
よ
り
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

（3）



＞平成7年度主要施策＜ζ］
　重点施策として、平成5年度から3ヶ年継続事業として建

設を進めていた総合文化会館が完成いたしました。

　長期的な財政運営にたち、住民サービスの向上と福祉の充

実を図るべく総合振興計画に掲げられた諸事業を実施いたし

ました。

総
縄
き
い
の
き

穣
合
文
化
華
彰
」
の
完

さ
　
　
　
成
、
江
南
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

す
　
　
　
　
ン
タ
ー
の
建
設
、
中
学
校
ブ
ー

に
　
　
　
　
ル
の
改
築
、
ま
た
、
小
・
中
学

切大
　
校
．
幼
稚
園
の
施
設
整
備
社

欝
　
　
　
　
会
教
育
や
社
会
体
育
の
振
興
、

　
　
　
　
文
化
財
の
保
護
、
町
史
編
さ
ん

　
　
　
　
及
び
人
材
育
成
の
た
め
の
溜
外

⑲
繰
ど
を
行
い
ま
し
尾

　
　
　
総

穣
聡
　
　
　
　
　
　
農
業
生
産
基
盤
の
充
実
を
図

　
　
　
　
　
る
薦
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー

．
る
　
　
　
シ
田
ン
の
推
進
や
転
作
団
地
の

す　
　
　
　
　
定
着
と
促
進
、
商
工
会
の
育
成

動

醗
　
　
　
　
　
や
観
光
の
振
興
、
農
道
や
用
排

　
　
　
　
　
水
路
の
整
備
工
事
を
行
い
ま
し

　
　
　
　
　
た
。

　
　
強
　
　
窮

　
　
　
聡

検
需
　
　
　
　
　
住
民
参
加
の
行
政
、
町
民
に

　
　
　
　
よ
り
理
解
さ
れ
る
町
づ
く
り
の

翁
　
　
　
推
進
の
た
め
、
町
の
広
報
や
議

契
　
　
　
　
会
だ
よ
り
の
発
行
、
町
民
文
化

し乙
　
　
　
　
祭
や
各
種
相
談
事
業
の
開
催
、

鯉
　
　
　
　
区
運
営
費
の
補
助
、
婦
入
部
の

　
　
　
　
育
成
、
町
勢
要
覧
、
町
紹
介
ビ

　
　
　
　
デ
オ
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

評
　
　
　
　
欝

〆支える、
奪ま道域区隻御盤　蓉　

町
民
の
生
活
環
境
や
生
活
墓

盤
の
整
備
の
た
め
、
小
江
川
・

御
正
・
御
正
坂
上
地
区
の
農
業

集
落
排
氷
事
業
の
推
進
、
士
地

区
画
整
理
事
業
、
熊
谷
南
部
地

域
開
発
の
促
進
及
び
道
路
、
歩

道
の
整
備
や
改
良
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　
　
　
竃
訊

穣
輪
目
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

多る酬略

き
な
い
ゴ
ミ
処
理
や
、
し
尿
処
理

を
始
め
、
消
防
や
災
害
に
備
え

て
の
耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
、

交
通
安
全
対
策
の
推
進
及
び
町

民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
の

整
備
な
ど
行
い
ま
し
た
。

伊
綱

鱈
鮒

　
　
　
触
高
齢
嚢
の
彊
し
て

穣
老
人
羅
蟹
体
讐

動
　
　
　
　
援
護
事
業
、
在
宅
介
護
手
当
、
ま

S暮　
　
　
　
た
家
庭
保
育
室
補
助
や
放
課
後

と
　
　
　
　
児
童
の
指
導
員
補
助
な
ど
田
子

き
　
　
　
　
対
策
に
努
め
た
ほ
か
、
機
能
訓

ぺ㌧
　
　
　
練
の
充
実
、
肺
ガ
ン
や
大
腸
ガ

修
　
　
　
　
ン
検
診
、
保
健
婦
訪
問
活
動
な

か
　
　
　
　
ど
、
町
民
福
祉
の
充
実
と
健
康

　
　
斜
く
り
事
業
を
実
施
し
ま
し
莞

目的別町民ひとりに使われたお金

費
円務
㎜
縷

総
ー

費

生
欝

衛

農林水産業費
　37，048円

平成8年3月末日12，539人で計算

㊥魚鴎轡の饗燗
　　　　　　　尋
　　町民ひとりに使われた壽金

　　　　　421，857円

商工費
　878円

土木費
29，023円

費

育
竃

教他
円晶
麟

そ
2

（4）



業事道水
　　3，809，月

　　12，489人

　　　99．1％

　　7，443m2

　　5，955m3

1，998，194m3

414，519，570円

405，544，016円

　8，975，554円

348，564，111円

246，928，099円

101，636，012円

9，330，305円

1，200，000円

8，130，305円

82，123，293円

54，677，809円

27，445，484円

●給　水　戸　数

●給　水　人　口

●普　　及　　率

●一日最大配水量

●一日平均配水量

●年間有収水量
収益的収入及び支出

水道事業収益

　営業収益

　営業外収益

水道事業費用

　営業費用

　営業外費用

資本的収入及び支出

資本的収入

　一般会計負担金

　負　担　金

資本的支出

　建設改良費

　企業債償還金

》
ー
》
ー
Y
Y
♂
ー
￥
f
f
r
雫
ゾ
ー
断
ー
γ
プ
f
》
ー
ψ
ー
γ
f
ー
￥
f
♂
ー
ゾ
ー
f
昭
f
♂
ー
》
ー
♂
ー
》
ー
ヅ
プ
ー

農業集落排水事業
　農業用水の水質保全と農村生活環境の改善整備を図

るため、積極的に取り組み、歳入総額6億3，054万3，699

円、歳出総額5億1，238万1，428円となり差引き1億1，816

万2，271円を残し決算されました．

県補助金

278，040、000円

　町　債

143，000，000円

一般会計繰入金

193、282、000円

その他16221699円，

農業集落排水事業費

　　480，428、735円

　　　　　　　公債費31，952，693円

歳
入
　
歳
出

93．47m1

244．9m

1，396．4m

　　2，254m2

一式

○小江川地区

　処理施設建築工事

　管路埋設工事

○御正地区

　管路埋設工事

　処理施設用地取得

○御正坂上地区

　全体設計

国
民
健
康
保
険

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費

の
増
加
や
医
療
保
険
制
度
を
取
り
ま
く

環
境
の
厳
し
い
な
か
で
、
歳
出
総
額
の

七
三
・
六
％
が
保
険
給
付
費
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
歳
入
総
額
五
億
五
、
七
九
九
万
八
、

八
六
七
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
四
億
四
、

四
五
三
万
一
五
三
円
で
差
し
引
き
一
億

｝
、
三
四
六
万
八
、
七
一
四
円
を
繰
越

し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
、
保
険
税
は
一
世

帯
当
た
り
一
六
万
三
、
五
九
二
円
、
一

人
当
た
り
七
万
四
、
○
八
九
円
納
め
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

凸君

P
　
　
貯
J
J
昌
ユ
ロ
”
尋
口
p
畑
目
げ
号
　
　
耳
　
　
π
、
　
且
　
　
耳
　
　
耳
　
　
ワ
巳
　
　
『
μ
　
η
志

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
支
払

額
は
、
一
〇
万
八
〇
二
円
の
支
払
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健

　
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
老
人
医
療
費

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
七
年

度
末
の
受
給
者
は
一
、
一
〇
九
人
で
す
。

　
歳
入
合
計
は
六
億
三
、
六
六
一
万
六
、

五
〇
五
円
、
歳
出
合
計
五
億
九
、
〇
一

二
万
七
〇
四
円
で
差
し
引
き
四
、
六
四

九
万
五
、
八
〇
一
円
を
繰
越
し
決
算
さ

れ
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
実
際
に
お
年
寄
り

が
医
者
に
か
か
り
、
町
が
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
医
療
費
は
五
億
八
、
四
〇
〇

万
七
、
六
七
二
円
で
、
前
年
と
比
較
す

る
と
八
・
七
％
の
伸
び
と
な
り
、
歳
出

全
体
の
九
九
・
○
％
と
な
り
ま
し
た
。

出

人
8
6
他
歳

老
　
そ

県支出金
106、449円

　
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
は
、

同
和
間
題
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、

対
象
地
域
の
居
住
環
境
の
整
備
改
善
の

た
め
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
七
年
度
末

の
貸
付
総
数
十
六
件
、
そ
の
内
新
築
分

は
十
三
件
、
改
修
が
三
件
で
す
。

　
平
成
七
年
度
は
、
新
築
資
金
の
貸
付

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

歳

入

入
　
諸
収
入

歳

町
L

F
r
」
口
＾
「
b
口
『
も
　
　
町
一
　
　
n
吋
　
「
“
口
凸
”

∩
Y
咋
U
『
射
　
　
恥
崩
・
　
卍
唇
　
　

　
受
給
者
一
人
当
た
り
の
額
は
五
四
万

七
四
ヒ
円
に
な
り
ま
す
。

出

　
　
　
　
四
、

一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
二
、

繰
越
金

そ
の
他

合
計

八
六
〇
、
一
六
四
円

↓
八
七
、
○
○
○
円

二
〇
六
、
四
七
八
円

五
、
四
八
五
円

七
、
二
五
九
、
一
二
七
円

歳

出

県支出金
482、149円

歳
　
公
債
費

入歳

基
金
費

貸
付
事
業
費

合
計

差
引
残
金

七
、
〇
六
八
、
〇
二
六
円

五
六
、
○
O
O
円

五
二
、
ニ
ニ
一
円

七
、
一
七
六
、
二
四
七
円

　
　
　
　
　
　
　
　

八
二
、
八
八
○
円
（
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町
で
は
、
も
え
な
い
ご
み
の
排
出
は
、
平
成
八
年
十
月
一
日
か
ら
、

ご
み
の
分
別
と
減
量
化
￥
収
集
作
業
の
安
全
の
た
め
透
明
袋
の
導
入

を
実
施
し
ま
す
。

　
十
月
一
日
か
ら
来
年
三
月
三
十
『
日
ま
で
は
試
行
期
間
（
準
備
期

間
）
で
す
が
、
つ
ぎ
の
「
ご
み
の
出
し
万
」
を
守
っ
て
、
ご
み
の
分

別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本格実施は来年4月1日より
　　　。．　　’（答

　　幹　『”謄一

桝

紙袋、ダンボール箱による
くなります。

　　　　u　　　〔｝

黒い袋、肥
ゴミ出しは

　　o

暫売

識
！欝茎

透明袋に入れて出していただくものは、つぎの3種類
●びん類……酒・しょうゆ・ビール・ジュースびんなど

　　　　　　　　※できるだけ買ったお店に返すか地域で資源化を／

●かん類……アルミかん・スチールかんなど

　　　　　　　　※できるだけ地域で資源化を／

●その他……かんづめのかん・スプレ＿かん．金属製のおもちゃ．なべ等の台所用品など

◎袋に入れなくてもよいもの…一大型・小型電気製品など
　　　　　　　　※できるだけ、買いかえる時にひきとってもらってください。

ロ
回
岱
8
闘
循
▲

　
　
　
　
　
　
　
分
別
収
集
に
こ
協
力
を

　
本
年
五
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

た
よ
う
に
、
不
燃
ご
み
を
処
理
し
て
い

る
大
里
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
運

営
し
て
い
る
九
市
町
村
で
は
、
ご
み
の

分
別
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ス

プ
レ
ー
か
ん
に
残
っ
た
ガ
ス
な
ど
が
原

因
と
思
わ
れ
る
収
集
車
両
火
災
や
、
大

里
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
大
き

な
爆
発
事
故
が
発
生
し
、
こ
れ
を
機
会

に
中
身
の
確
認
で
き
る
透
明
袋
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
町
で
も
こ
れ
に

合
わ
せ
て
、
ご
み
の
区
分
や
分
別
方
法
、

施
設
の
安
全
性
な
ど
か
ら
透
明
袋
の
導

入
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
使
用
す
る
こ
み
袋

　
使
用
す
る
ご
み
袋
は
不
燃
ご
み
の
処

理
施
設
を
運
営
す
る
九
市
町
村
で
、
透

明
標
準
袋
を
作
成
し
、
商
工
会
加
盟
店

で
販
売
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
そ
の
他
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

売
っ
て
い
る
透
明
袋
で
も
結
構
で
す
。

（
役
場
で
は
、
販
売
・
指
定
な
ど
は
し

ま
せ
ん
。
）

　
ま
た
町
内
の
ご
家
庭
に
サ
ン
プ
ル
袋

（
十
枚
一
組
）
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

（6）



笏
飯
島
啓
作
勿

第
五
日
目

パ
リ
市
内
視
察
～
農
業
視
察

笏
大
島
　
一
益
笏

　
よ
う
や
く
夜
も
明
け
始
め
た
午
前
九

時
、
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
寺
院
に
向
か
う
。
七
百
年
前
当
時
の

街
の
中
心
部
に
建
築
さ
れ
た
こ
の
寺
院

は
、
市
民
の
た
め
の
教
会
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
文
盲
が
多
か
っ
た
当
時
、
彫

刻
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
伝
え
る

た
め
に
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
彫
刻
が
ほ

ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
中
に
入
る
と
鮮
や

か
な
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス
の
窓
が
目
に
つ

く
。
次
に
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
や
凱
旋
門

を
車
窓
か
ら
見
て
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
に
向

か
う
。
こ
の
塔
は
一
八
八
九
年
の
パ
リ

万
国
博
覧
会
を
記
念
し
て
建
造
さ
れ
た

パ
リ
を
代
表
す
る
塔
と
な
っ
て
い
る
。

　
昼
食
後
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
を
抜
け
て
、

パ
リ
郊
外
の
農
業
視
察
に
向
か
う
。
午

後
二
時
二
十
五
分
、
視
察
研
修
の
目
的

地
で
あ
る
農
家
の
ロ
バ
ン
さ
ん
宅
に
到

着
す
る
。
生
産
さ
れ
る
農
作
物
や
農
業

機
械
、
そ
し
て
農
業
施
設
を
見
た
後
に
、

自
宅
の
居
間
に
招
か
れ
、
暖
か
い
暖
炉

の
そ
ば
で
農
業
経
営
の
現
状
や
課
題
な

ど
詳
細
に
聞
く
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、

自
家
製
の
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
（
少
し
ア

ル
コ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
）
と
お
菓

子
が
用
意
さ
れ
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中

で
、
様
々
な
農
業
に
関
す
る
質
疑
が
交

さ
れ
た
。
内
容
と
し
て
は
、
二
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
を
十
一
人
の
地
権
者
か

ら
借
用
し
、
年
額
に
し
て
四
百
万
の
借

地
料
を
支
払
い
な
が
ら
、
自
分
一
人
で

出
来
る
農
業
経
営
を
し
て
い
る
こ
と
、

生
産
物
は
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
菜

種
、
大
麦
、
家
畜
用
飼
料
、
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
な
ど
の
豆
類
、
ま
た
、
少
し
の

リ
ン
ゴ
畑
が
あ
る
が
除
草
の
た
め
羊
を

四
頭
飼
っ
て
い
る
と
の
こ
と
、
農
業
機

械
に
は
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
て
二
億

フ
ラ
ン
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
修

理
は
す
べ
て
ロ
バ
ン
さ
ん
が
行
い
、
こ

の
た
め
の
修
理
工
場
を
も
っ
て
い
る
。

畑
の
排
水
が
悪
い
た
め
に
暗
渠
排
水
が

出
来
ず
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
詳
し

く
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
つ
ぎ
に
私
達
に

対
す
る
質
間
と
し
て
、
何
を
栽
培
し
て

い
る
の
か
、
生
産
調
整
制
度
は
あ
る
の

か
と
の
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
に
回
答
し

た
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
に
負
け
な
い
よ

う
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
は
手
を
組
ん
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
と
激
励
さ
れ
、
暖
か
い

部
屋
で
の
冷
た
い
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
は

お
い
し
く
感
じ
た
。
日
本
か
ら
持
参
し

た
お
土
産
（
富
士
山
の
写
真
、
日
本
人

形
、
つ
る
の
折
紙
）
を
非
常
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
、
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
て
懇

談
し
た
。
午
後
四
時
五
分
、
ロ
バ
ン
さ

ん
一
家
に
見
送
ら
れ
て
パ
リ
郊
外
の
ソ

ン
ジ
ャ
ン
村
を
後
に
パ
リ
市
内
に
戻
り
、

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
を
散
策
後
、
体
験

の
た
め
に
地
下
鉄
に
乗
っ
て
ホ
テ
ル
ヘ

向
っ
た
。
治
安
が
悪
い
噂
を
聞
い
て
い

た
の
で
、
誰
も
が
緊
張
し
て
い
る
様
子

が
わ
か
っ
た
。

《．＞〈）旨て・総一（㌔o取¢》ぐMo二、ぐ蝋、㌔N、ぐぜ㌔〔’一σ一て』一〔、く￥て＞く、一（＞〔㌔こ旨（ンーて』』一て蜜〉つK＞f｝二．遍㌔て 一㍉O朗じ蔑．、・き¢x、く〕一（－噸、一く二》○》く》〔二’一じ￥〔、く、＝．Mじ一¢－制τM¢朗ひ！ンき¢珂、一c〕〔×－｝ゴ’｝（㌔じダ』￥＝一丸》てx

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

10月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　●　6　●11●16・21・26●31 ㈲松　本　設　備 36－5177

2　●　7　●12●　17●22●27 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
3　・　8　・13・18・23・28 ㈱光　　栄　　建　　設 36－1052

4　●　9　●14・19●24●29 ㈱コ　バ　　ヤ　　シ 36－1206

5　●　10●　15　・20●25●30 ㈲笠原設備工業所 36－3662
（7）



江南町総合文化会館第5回自主文化事業

昼の部／14：00開場・14：30開演

夜の部／18：00開場・18：30開演

江南町総合文化会館ピピアホール

■料　金／S席3，500円・A席3，000円【全席指定】

■発売日／10月12日㊤午前9時

■チケットのお求めは

　◆江南町総合文化会館◆八木橋プレイガイド◆タニタ楽器店◆マルモ英語スクール

■主　催／江南町

■お問い合わせ／江南町総合文化会館T　E　LO485－36－6262



トピツ’7ス 身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

江南町敬老会
⊂ニコ敬 老　会1二⊃

　9月14日・15日の2日間、江南荘におい

て敬老会が行われました。

　町内に住んでいる70歳以上のみなさんの

長寿を祝うために行われ、1，098人のうち

625名の人が元気に出席しました。

　また、15日には寝たきり老人介護者表彰

が行われ、野上はるのさん（押切）、小林

知子さん（小江川）の2名が表彰されまし
た。

ω
〇
五
〇
↑

ロ町村議会議員研修会E）

　8月23日、総合文化会館ピピアにおいて、

県北26町村の議会議員が一堂に会し、講師

に（財）埼玉総合研究機構理事長の恒松制治

氏を迎えて、町村議会議員研修が行われま

した。

　当日は、　「地方分権について」一分権と

地方自治一という演題で、島根県知事とし

て地方行政に携わった立場から、地方分権

された場合のいろいろな問題点についての

講演に、出席したみなさんは熱心に耳を傾

けていました。

鰯灘、・

1霧
　　　　熊　　　縣、一㌔’

1　　　3鰯　 ド肺一

塁麟澱’

餐

至

霧，

灘

蓼’

・難

　　　111
ヂ　こぎ

灘蓑羅謙
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騨

パソコン（表計算）講習

　働く女性のための就職活動のセールス

ポイントとして、パソコン資格取得は、

企業でも有望志されています。

　そこで、町と女性職業センターの共催

により、9月20日から11月1日までの22

日間、ピピアでパソコン（表計算）コー

スが行われています。

　パソコンの基礎から、表計算・グラフ

・データベース機能を20名の受講生は検

定3級を目指し、真剣に学習しています。
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髪
楽
し
い
健
康
づ
く
り
あ
す
す
酪
髪

　
去
る
八
月
に
実
施
し
た
基
本
健
康
診

査
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。
今
年

の
受
診
者
数
は
八
〇
六
人
で
、
昨
年
よ

り
も
六
二
人
多
く
健
康
へ
の
関
心
が
年

々
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
健
診
結

果
を
ふ
ま
え
て
、
よ
り
健
康
な
体
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
日
常
生
活
の
中
で

健
康
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
さ
て
、
日
頃
あ
な
た
は
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
何
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

●
自
分
の
体
を
ふ
り
返
ろ
う

　
昨
年
八
月
に
、
町
の
三
十
歳
～
五
十

歳
代
の
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
人

が
「
大
変
健
康
」
、
　
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
健
康
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
日
常
生
活
の
中
で
食
事
や
睡
眠
に

気
を
配
っ
た
り
、
健
診
を
定
期
的
に
受

け
る
な
ど
し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
し

た
が
、
運
動
や
散
歩
に
つ
い
て
は
、
約

六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
全
く
し
て

い
な
い
と
答
え
て
お
り
、
運
動
不
足
の

人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
う
し
た
日
常
生
活
習
慣
の
あ
ら

わ
れ
か
、
基
本
健
康
診
査
で
も
、
要
医

療
・
要
指
導
と
診
断
さ
れ
る
人
が
九
十

パ
ー
セ
ン
ト
近
く
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
体
を
ふ
り
返

り
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
町
の
健
康
づ
く
り
教
室
に

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
て
み
よ
う

　
町
で
は
、
健
康
な
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
住
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽

し
み
な
が
ら
で
き
る
健
康
づ
く
り
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
三
月
か
ら
実
施

し
て
い
る
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

「
少
し
ス
マ
ー
ト
に
な
っ
た
み
た
い
已

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
も
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
実
施
中
で

す
。
さ
ら
に
十
一
月
か
ら
は
、
シ
リ
ー

ズ
で
健
康
教
室
を
計
画
し
て
い
る
ほ
か

に
、
平
成
九
年
一
月
に
は
、
ア
ン
コ
ー

ル
に
こ
た
え
て
あ
の
石
川
雄
一
先
生
を

よ
ん
で
の
講
演
会
も
実
施
予
定
で
す
。

　
健
康
づ
く
り
は
↓
人
で
は
ど
う
し
て

も
お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
…
で
も
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
で
仲
間
が
で
き
、

楽
し
く
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
五
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

で
は
、
　
「
毎
週
火
曜
日
が
楽
し
み
ね
2
、
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

と
い
っ
た
声
も
多
く
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
‘

十
一
月
号

十
二
月
号

一
月
号
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醇

い
健
康
づ
く
り
の
す
す
め
を
紹
介
し
て
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

二
月
号

三
月
号
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／
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ρ
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ξ　、総弓
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ぐ

さ
あ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

腰
痛
を
防
ご
う

八
十
歳
ま
で
二
十
本
の
歯

を若
さ
を
保
つ
食
事
と
は

身
近
な
薬
草
の
知
識

砂
、
、

　
　
、

　
　
1

　
　
／
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、

湯
、
＼
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～
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ラ
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蓮

－
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も

　
九
月
八
日
、
第
八
回
町
民
ゴ
ル
フ
大

会
が
江
南
バ
ー
ド
レ
イ
ク
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中

で
大
会
は
行
わ
れ
、
一
八
○
名
が
参
加

し
て
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
表
彰
式
と

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
寄
付
さ
れ
た
三
万
三
、
五

〇
〇
円
が
江
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

※
競
技
は
、
新
ペ
リ
ア
方
式
、
同
ス

　
コ
ア
の
場
合
は
年
齢
上
位
者
優
先

◎
男
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

優
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

　杉　高　吉　西　茂
78田78橋85井81沢83木
6一一6貫13　9和12稚
・男・三・功・男・夫
0　　0　　2　　6　　0
　ハ　　　　　パ　　　　　 パ　　　　　 ノヘ　　　　　パ72小72中71中71在71樋
・江・　…　　　　春
0川0央8央4勤0北　）　　　　　 ）　　　　　 ）　　　　 ）　　　　　）

◎
女
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

優
勝
高
橋
百
合
子
（
中

　
　
　
　
　
94
　
1
8
・
0
　
7
6

準
優
勝
　
仲
　
ケ
イ
子
　
　
（
中

　
　
　
　
　
9
0
　
1
2
・
0
　
7
8

第
三
位
　
望
月
　
和
子
　
　
（
在

　
　
　
　
　
95
　
1
6
・
8
　
7
8

▽
ベ
ス
グ
ロ
賞

　
男
子
　
高
橋
貫
三
（
中

　
女
子
　
仲
　
ケ
イ
子
（
中

▽
ニ
ア
ピ
ン
賞

　
・
3
番
西
沢
和
男

　
・
6
番
柴
　
　
芳
雄

　
・
1
2
番
中
島
武
平

　
・
1
7
番
杉
田
　
一
男

▽
ド
ラ
コ
ン
賞

　
・
1
番
田
中
重
典

　
・
9
番
茂
木
雅
夫

　
・
1
3
番
杉
山
る
み
子

　
・
15
番
杉
田
　
一
男

2勤0央0央）　　　　V　　　　）
（10）

央央
）　　　）

　　　　ス
9078コ　　　　ア

（
在
勤
）

（
上
押
切
）

（
塩
）

（
小
江
川
）

パ　 パ　 パ　 ノヘ

小在樋在
研勤発勤
）　 ）　 ）　）



こゆ　　ヒチ

ゐ・、うさと

再発見

地
名
は
語
る

　
　
　
か
っ
　
ば
　
や
ま

「
合
羽
山
」

　
日
本
語
に
は
同
音
異
義
語
が
多
い
た

め
呼
び
名
を
表
記
す
る
と
き
、
ど
の
文

字
を
当
て
る
か
は
書
き
手
の
識
字
力
に

影
響
さ
れ
ま
す
。
特
に
地
名
の
場
合
、

当
字
・
誤
記
を
前
提
と
し
て
本
来
の
意

味
を
尋
ね
ま
す
。
同
時
に
そ
の
場
所
の

環
境
を
良
く
考
え
る
こ
と
が
解
明
へ
の

早
道
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
成
沢
地
内

に
あ
る
「
合
羽
山
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
カ
ッ
バ
と
い
え
ば
直
に
河
童
と
表
記

さ
れ
る
妖
怪
・
物
怪
の
類
が
思
い
浮
び

ま
す
。
川
の
淵
・
湖
沼
な
ど
に
住
む
と

い
わ
れ
、
民
話
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
元
は
水
の
神
と
し
て
奉

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
全
国
的
に
知

ら
れ
残
る
河
童
伝
承
で
す
が
町
域
に
は

見
当
た
り
ま
せ
ん
。
地
名
の
残
る
場
所

は
「
合
羽
山
・
合
羽
山
際
」
と
広
い
地

区
な
の
で
す
が
、
河
で
は
な
く
「
山
」

で
す
。
山
に
河
童
が
い
た
と
は
や
や
説

明
し
に
く
い
の
で
す
が
、
沼
や
湧
水
な

ど
の
水
源
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
「
水
神
」

と
接
点
を
見
つ
け
ら
れ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
農
事
と
結
び
つ
き
、
河
童
は
春

に
山
か
ら
迎
え
、
冬
に
は
山
に
送
る
「
田

神
」
と
等
し
く
、
稲
田
を
守
る
と
考
え

る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
す
ら
も
の

と
も
身
近
に
語
ら
れ
る
の
は
、
悪
戯
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
ゴ
ニ
う

だ
け
れ
ど
も
ど
こ
か
憎
め
な
い
愛
嬌
の

あ
る
姿
の
よ
う
で
す
。

第66話

　
雨
具
と
し
て
の
「
合
羽
」
は
戦
国
時

代
の
末
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
り
初
め

て
持
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
材
料
に
は
綿

布
や
和
紙
を
使
い
「
桐
油
」
を
浸
み
込

ま
せ
防
水
用
と
し
た
も
の
で
、
マ
ン
ト

の
よ
う
に
身
に
着
け
ま
し
た
。
桐
油
は

初
夏
に
臼
い
花
を
咲
か
せ
る
山
桐
と
も

い
う
「
ア
ブ
ラ
ギ
リ
」
の
実
か
ら
採
り
、

用
材
は
普
通
の
桐
と
同
じ
く
ゲ
タ
や
タ

ン
ス
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
地
名
の
由
来
と
す
る
に
は
か
つ

て
多
く
の
山
桐
が
生
え
て
い
た
こ
と
が

必
要
で
す
し
、
戦
国
時
代
以
前

は
別
の
地
名
で
呼
ば
れ
て
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
地
名
辞
典
な
ど
に
は
前
述
の

　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
は
ら

例
を
除
く
と
、
刈
っ
払
う
場
所

で
草
刈
場
の
意
味
が
あ
り
疎
林

と
原
っ
ぱ
の
よ
う
な
所
に
な
り

ま
す
。
合
羽
山
の
半
分
は
御
正

新
田
の
飛
地
で
す
が
、
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
ま
ぐ
さ

江
戸
時
代
に
薪
炭
・
秣
・
落
葉

を
採
る
入
会
地
で
あ
っ
た
た
め

の
よ
う
で
す
。
こ
の
周
辺
部
の

書
か
れ
た
明
治
初
年
の
絵
図
で

は
人
家
は
見
え
ず
、
静
簡
院
の

南
か
ら
伸
び
る
谷
と
二
つ
の
沼

が
み
え
ま
す
。
隣
接
す
る
沼
上

の
小
字
名
の
所
・
合
羽
山
周
辺

は
、
水
源
地
に
当
た
り
ま
す
。

山
林
よ
り
滲
み
出
す
清
涼
な
水
を
こ
の

沼
に
湛
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
沼
に
は
水
神
が
住
む
と
考
え
ら

れ
、
そ
こ
に
は
水
よ
澗
れ
ぬ
な
と
の
祈

り
が
あ
っ
た
と
各
地
の
事
例
が
伝
え
、

先
人
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
上
杉
氏
の
居
館
跡
と
の
由
緒
を
持
つ

静
簡
院
が
こ
こ
に
建
立
さ
れ
た
条
件
の

一
つ
に
は
、
水
に
係
わ
る
優
れ
た
環
境

が
あ
っ
た
と
し
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

山
号
寺
名
に
み
え
る
「
龍
谷
山
成
沢
寺
」

と
は
、
水
神
・
竜
宮
の
主
で
あ
る
龍
神

の
住
む
と
こ
ろ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ
ひ
け

よ
う
で
す
。
ま
た
、
合
羽
山
に
臼
髭
神

の
祠
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
の

神
格
で
あ
る
水
源
の
神
で
あ
っ
た
た
め

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

望鞭、
が
あ
れ
ば
、

理
に
対
応
で
き
ま
す
。

「
い
い
包
丁
」
の
条
件
は
、

よ
く
切
れ
、
刃
こ
ぽ
れ
せ
ず
、

持
ち
や
す
い
こ
と
。
最
近
は

ス
テ
ン
レ
ス
の
包
丁
が
主
流

で
す
が
、
鋼
材
の
包
丁
を
買

う
と
き
に
は
、
刃
が
黒
光
り

し
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し

ょ
う
。
鋼
の
素
材
が
よ
く
、

焼
き
の
い
い
証
拠
で
す
。
次

に
、
刃
を
上
に
し
て
目
の
高

さ
ま
で
持
ち
上
げ
、
刃
先
が

曲
が
っ
て
い
な
い
か
、
細
か

　
包
丁
の
種
類
は
、
ざ

っ
と
六
十
種
類
あ
り
ま

す
が
、
家
庭
で
は
、
文

化
包
丁
（
万
能
包
丁
）
、

菜
切
り
包
丁
、
刺
身
包

丁
、
出
刃
包
丁
、
果
物

ナ
イ
フ
（
ペ
テ
ィ
ナ
イ

フ
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ

お
お
か
た
の
料

4郵
量
・
　
（

“
』

い
刃
こ
ぽ
れ
や
キ
ス
が
な
い
か
を
確

か
め
ま
す
。
持
っ
て
み
て
、
自
分
の

手
に
合
う
か
ど
う
か
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
。
軽
過
ぎ
る
も
の
は
か
え
っ
て

使
い
に
く
く
、
重
心
は
柄
よ
り
も
刃

の
万
に
あ
る
も
の
が
バ
ラ
ン
ス
も
い

い
よ
う
で
す
。

　
切
れ
な
い
包
丁
だ
と
、
料
理
素
材

の
切
り
ロ
が
荒
れ
、
味
も
損
な
わ
れ

ま
す
。
少
な
く
と
も
月
に
一
度
は
研

　
　
　
　
　
　
と

ぎ
ま
し
ょ
う
。
砥
石
に
は
、
荒
砥
、

中
砥
、
仕
上
げ
砥
の
三
種
類
が
あ
り
、

順
番
に
研
ぐ
の
が
手
順
で
す
が
、
家

庭
で
は
中
砥
だ
け
で
十
分
で
す
。
砥

石
は
二
十
分
ほ
ど
水
に
つ
け
、
た
っ

ぶ
り
水
分
を
含
ま
せ
た
後
、
濡
れ
ぶ

き
ん
に
乗
せ
て
滑
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
包
丁
は
約
六
十
度
の
角
度

（
十
円
玉
三
枚
分
の
す
き
間
）
で
砥

　
　
　
石
に
当
て
、
刃
先
か
ら
ニ
ミ

軽週ぎない包丁持ちやすく丁
は
、

乾
燥
剤
と
一
緒
に
ロ
ウ
紙
に
包
ん
で

お
け
ば
、
サ
ビ
を
防
げ
ま
す
。

リ
く
ら
い
の
と
こ
ろ
を
目
安

に
、
ゆ
っ
く
り
二
十
回
ほ
ど

研
ぎ
ま
す
。
両
刃
の
も
の
は

裏
表
と
も
に
。
片
刃
の
も
の

は
裏
も
三
回
ほ
ど
研
ぎ
ま
す
。

研
ぎ
終
わ
っ
た
後
、
大
根
の

切
り
口
で
表
面
を
こ
す
っ
て

お
け
ぱ
、
砥
石
の
に
お
い
を

消
せ
ま
す
。

　
使
い
終
わ
っ
た
包
丁
は
、

汚
れ
を
洗
い
落
と
し
た
後
に

熱
湯
消
毒
す
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
。
ふ
だ
ん
使
わ
な
い
包

乾
い
た
ふ
き
ん
に
く
る
む
か
、

♪～■　●
‘

＼．）．

。
ノ

（11）
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日　時　平成8年10月9日㈱

　　　午前10時～午後3時
場　所　総合文化会館ピピア

　　　費36－6262
相談員　弁護士、調停相談員

内　容　民事調停関係

　　　サラ金、土地建物売買・貸

　　　借・登記関係、土地の境界、

　　　相隣関係、交通事故等

　　　家事調停関係
　　　離婚等夫婦関係、財産分与、

　　　男女間の間題、相続・遺言

　　　等

易脅o～吻他
国民年金の保険料は

　納めましたか

◎国民年金の保険料は毎月キチンと

納めていますか？

　平成8年4月から平成9年3月ま
での保険料は納付書で納めます。納

め忘れがないようにいま一度チェッ

クしてください。

◎保険料を納めないと万一病気やケ

ガをしたときにも年金が受けられな

くなり、さらには老後の支えとなる

老齢基礎年金が減額されたりします。

最悪の場合は何の年金にも結びつか

ないケースにもなりかねません。

◎保険料を納めることは自分のため

だけでなく、現在年金を受給してい

る人を支えることにもなります。

◎保険料の納付状況が不明の場合は

住民福祉課年金係（智36－1521内線

224）へおたずねください。

国民年金保険料は

便利な口座振替で

　国民年金保険料は、毎月きちんと

納めることが大切です。

　「忙しくて」　「ついうっかり」…

保険料の納め忘れを防ぐためにも、

口座振替をお勧めします。

ロ座振替なら

☆安心　納期限を気にする必要もな

　　　く、納め忘れもなくなりま

　　　す。
☆便利　金融機関で一度手続きをす

　　　ると、自動的に預金口座か

　　　ら引き落とされます。

☆確実　払い込みに出かける手間も

　　　はぶけます。

放置自転車クリーンキャンペーン

　10月22日から31日までの10日間、

駅やその周辺を中心に首都圏放置自

転車クリーンキャンペーンが実施さ

れます。

　駅などの交通機関までの通勤、通

学の足として利用するのに便利な自

転車ですが、駐輪場に止めずに本来

止めるべきでない場所にたくさんの

自転車が駐輪しています。また、町

内においても、放置された自転車が

各所で見受けられます。

　このような状況を少しでも改善す

るよう、利用者のみなさんのご協力

をお願いします。

戦傷病者などの妻に対する

　特別給付金などの請求を

　　　受付けています

　傷病恩給や遺族年金などを受給中

の次の人を対象に、特別給付金が国

庫債券により支給されます。請求手

続きには平成8年10月1日の現況を

確認できる書類が必要となります。

対象A　次の特別給付金国庫債券の

　　　最終償還を終えた人（時効

　　　による未受給者を含む）

　　　①戦没者などの妻の場合

　　　　第4回を号、第10回は号
　　　②戦没者などの父母などの

　　　　場合
　　　　第14回に号
　　　③戦傷病者などの妻の場合

　　　　第6回ぬ号、第12回い号、

　　　　第15回い号
　　　　（ただし、平成5年4月1
　　　日以降に夫たる戦傷病者が

　　　死亡している場合には請求

　　　できません）

対象B　新たに平成3年4月2日か
　　　ら平成5年4月1日の間に
　　　傷病恩給などを受給するよ

　　　うになった人の妻か、同期

　　　間内に受給者と婚姻した妻

請求期限　平成11年9月30日
問合せ　役場住民福祉課（智36－15

　　　21内線225）または、県社会

　　　福祉課（盈048－830－3277）

　　　まで。
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さいたま健康フェスティバル

日時平成8年10月26日仕）

　　　午前10時から午後3時
場　所　熊谷市立市民体育館及び

　　　荒川公園
内　容　ウオーク大会（5km・10km）

　　　体力・健康チェックコーナー

　　　健康・ふれあいコーナー

　　　ちびっ子広場コーナーなど

ゼクセル江南秋祭り

日時10月26日仕）

　　　午後2時30分より
場　所　ゼクセル江南工場構内

内　容　・芸能人による歌謡ショー

　　　・キャラクターショー

　　　・大抽選会

　　　・模擬店
　　　・チャリティーバザー他
　町民のみなさんのたくさんのご来

場をお待ちしております。

ぽ勿し勿ゆ吻う

　海外視察研修参加者募集

　　　～アメリカ西海岸～

　ふるさと創生事業の一環として平

成2年度より始められた海外視察研

修事業が、今年度もつぎの要領で実

施されます。

　この事業は、町民に国際的な視野

及び知識を身につける機会を設け、

研修で得た経験をいかして、地域の

リーダーとして町づくり、人づくり

を推進する人材を育成することを目

的に、アメリカ西海岸を研修地とし

て派遣するものです。

◎研修期間（予定）

　平成9年1月下旬～2月上旬（8日間）

◎研修内容

　自然環境、住民生活、教育文化、

　産業経済、スポーッなど

◎参加資格

　江南町に住んでいる20歳以上の人

　（学生を除く）で、帰国後、研修

　の成果を積極的にいかし、町行政

　に取り組む意欲があると認められ

　る人。

◎派遣人員　若干名

◎締切り　　ll月15日（金）

◎選考と決定

　応募者の中から、江南町人材育成

　推進協議会で選考・審査・決定し

　本人に通知します。

◎費用の負担

　費用については、3分の2以内を、

　人材育成協議会で補助いたします

　ので、個人負担は10万円程度にな

　ります。但し、渡航手続きにかか

　る費用や諸雑費は別に個人負担と

　なります。

◎応募方法

　希望者は、役場企画課にある海外

　研修参加申込書に必要事項を記入

　のうえ、申し込んでください。

◎間合せ

　役場企画課　智36－1521内線221

幼稚園入園申込み

期　日　平成8年10月21日（月）から

　　　平成8年10月25日働までの
　　　5日間の午前9時から午後

　　　5時まで
対象者　町内に居住する幼児で、平

　　　成4年4月2日から平成5
　　　年4月1日までに生まれた
　　　お子さん。

問合せ　江南幼稚園　智36－3373

場め笏だ琢ん
行政・心配ごと・人権相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。なお、今月は弁

護士が来庁の予定です。

日時10月22日㈹
　　　午前9時から正午まで
場　所　勤労福祉センター研修室

　　　年金相談
　国民年金保険料の納付や、年金に

ついてわからないこと・知っておき

たいことなどありましたらお気軽に

ご相談ください。

日時10月29日（幻

　　　午前10時から午後3時まで
場　所　勤労福祉センター研修室

　　　調停相談
　熊谷裁判所及び熊谷調停協会共催

の無料調停相談をつぎのとおり行い
ます。
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十1

十3

－2
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平成8年救急車出動状況

救急車出動状況 8　月 累　計

交　　　　　　　通 7件 44件

一　般　負　傷 4件 19件

急　　　　　　病 19件 114件
そ　　　の　　　他 1件 21件

合　　　　　　計 31件 198件
（1⑳
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小村英希ちゃん㊥
　平成7年11月3日生

両親｛葦砂激．＿．

　初めての遊園地です。車

が好きです。このポーズな

かなかきまっているでしょ

う。わんぱくでも元気に育

ってほしいと思います。

小久保　がな子ちゃん＠

　平成7年10月17日生

両親｛黎，轍成沢

　はじめまして。　「まあ太

ってるわねえ」とよく言わ

れますが…。いたずら大好

き、よく食べて元気！テレ

ビを見て一緒に踊ってます。

　　　　ま　　　お
堀□眞櫻ちゃん＠
　平成7年10月30日生

両親｛蓑蕪中央

　甘えん坊の娘は、いつも

おばあちゃんに抱っこして

もらってスヤスヤ。

　どんな夢を見てるのかな
あ。

　　　　み　　　ゆ
大嶋美侑ちやん＠
　平成7年10月30日生

両親｛窪鑑押切

　我家のお姫様は、小学生

のお兄ちゃんに負けない位、

元気パワーがいっぱいです。

　明るく素直に成長してく

れる事を願っています。ノ 噛
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ズ
ン
煮

武
政
と
し
子
さ
ん
（
御
正
新
田
）

▼
材
料

　
さ
つ
ま
芋
…
…
：

　
レ
ー
ズ
ン
：
－

　
洋
酒
ま
た
は
水
：

へ砂
糖
…
…

＠
バ
タ
ー
…
…
：

　
く
ち
な
し
の
実
：

だ
水
…
…

塩
…

…
：
小
二
本

：
大
さ
じ
一
一

：
大
さ
じ
↓

：
大
さ
じ
二

…
…
少
々

　
…
一
個

⊥
カ
ッ
プ

：
小
さ
じ
一

．飛』r喪4’　
バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
…
…
：
…
少
々

▼
作
り
方

①
レ
ー
ズ
ン
に
洋
酒
ま
た
は
水
を
か
け

　
て
も
ど
し
て
お
き
ま
す
。

②
さ
つ
ま
芋
は
一
・
五
セ
ン
チ
巾
の
輪

　
切
に
し
て
、
皮
を
む
き
ま
す
。

③
②
を
五
～
十
分
水
に
さ
ら
し
て
、
あ

　
く
を
抜
き
、
ざ
る
に
上
げ
て
、
良
く

　
水
を
切
り
ま
す
。

④
鍋
に
＠
の
調
味
料
と
、
③
の
さ
つ
ま

　
芋
を
入
れ
て
、
一
煮
立
ち
さ
せ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
弱
火
で
ゆ
っ
く
り
五
分
程

　
煮
た
ら
、
味
を
み
な
が
ら
塩
を
加
え

　
て
ゆ
き
ま
す
。
　
（
熱
い
の
で
気
を
付

　
け
て
く
だ
さ
い
）

⑤
④
に
①
の
レ
ー
ズ
ン
を
加
え
、
バ
ニ

　
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
を
二
～
三
滴
落
と
し

　
て
軽
く
ま
ぜ
ま
す
。

⑥
水
分
が
な
く
な
る
手
前
で
火
を
止
め
、

　
冷
め
て
か
ら
盛
り
つ
け
ま
す
。

歳
時
記

　
日
本
は
四
季
の
は
っ
き
り
し
た
国
。

特
に
、
秋
の
紅
葉
の
美
し
さ
は
「
錦
秋
」

と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。
も
み

じ
と
は
、
平
絹
を
緋
紅
色
に
染
め
た
“
も

み
”
か
ら
き
た
言
葉
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
は
、
も
み
じ
は
イ
ロ

ハ
カ
エ
デ
の
別
称
の
よ
う
で
す
が
、
日

本
人
は
さ
く
ら
も
み
じ
、
う
る
し
も
み

じ
、
ぷ
ど
う
も
み
じ
、
雑
木
も
み
じ
、

草
も
み
じ
な
ど
と
言
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
も
み
じ
を
愛
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
も
み
じ
狩
り
で
す
が
、
も
ち

ろ
ん
、
き
の
こ
狩
り
や
ぷ
ど
う
狩
り
と

違
っ
て
、
も
み
じ
を
狩
り
取
る
の
で
は

な
く
観
賞
す
る
の
で
す
。
も
っ
と
も
昔

は
、
も
み
じ
や
桜
の
枝
を
手
折
っ
て
か

ざ
し
て
い
る
絵
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
も
み
じ
の
宴
は
、
奈
良
時
代
か
ら
花

見
、
月
見
、
雪
見
と
と
も
に
宮
廷
や
貴

族
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
源
氏
物

語
に
も
、
も
み
じ
の
宴
の
話
が
登
場
し

ま
す
。

　
江
戸
時
代
以
降
、
も
み
じ
狩
り
は
庶

民
の
楽
し
み
に
も
な
り
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
紅
葉
の
旅
を
楽
し
む
人
も
増
え

て
い
ま
す
。
紅
葉
の
時
期
は
年
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
。
気
象
庁
で
は
〃
紅
葉
の

等
期
日
線
”
い
わ
ゆ
る
紅
葉
前
線
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
各
地
気
象
台
で
決
め

た
、
観
測
用
の
カ
エ
デ
（
主
と
し
て
イ

ロ
ハ
カ
エ
デ
）
の
木
の
葉
が
ほ
と
ん
ど

紅
葉
し
た
日
が
紅
葉
日
で
す
。

（14）




